
社会福祉法人 会津若松市社会福祉協議会
ボランティアセンター

【日　程】 全４回
  8／  7(土) 10：00～15：00（途中休憩あり）
 災害時におけるボランティアセンターの運営を学ぶ
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会津若松市社会福祉協議会
ボランティアセンター
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市勤労青少年ホーム
老人福祉センター 希らら

会津若松社協

アクセス 　 会津若松市
ボランティア学園

入学案内2021年度

　　　　 災害発生時に復旧・復興の大きな力となる災害ボランティアについて、そ
の活動とセンターの基本について学びます。（講義・演習）

  8月下旬 8：00～13：00
 災害ボランティアセンター設置訓練Ⅰ
　　　　 市総合防災訓練へ参加し、サポーターとして各担当に分かれ実際の運営を

行います。
  9／11(土) 9：30～16：30（途中休憩あり）
 災害ボランティアセンター設置訓練Ⅱ
　　　　　 訓練の振り返りと救命訓練などを行います。
  10／9(土) 13：30～16：00（途中休憩あり）
 平常時活動の重要性を学ぶ
　　　　　 災害に備え、地域防災力向上のために日常から取り組めることを学びま

す。（講義・演習）

【講　師】 くらしの学びサポートオフィスHumanBeingほか
【今後の活動】災害ボランティアセンターサポーターとして登録・活動　平常時の地域防災活動など



は じ め に

　「人生100年時代」では、学びも仕事も余暇も自分のタイミ
ングで選べるようにしていく中、ひとり一人が市民社会づくり
に参加し、その力と可能性を発揮できる「共生社会」が求めら
れています。
　ボランティア学園は今年で開校4年目を迎えます。
先に学園で学ばれた修了生の皆さんは、「住み慣れた地域で安
心して暮らすことができる地域づくり」の架け橋として、誇り

と使命感を持ち地域で活動されているところです。
　ボランティア学園は、人を慈しむ、リスペクト(尊重)する心を育み、「ボラン
ティアがボランティアを育てる、学園から広がるボランティアの輪」を方針に、学
園生の居場所や仲間づくりの「場」と「活動へつないでいくしかけ」を創り出す学
園運営に努めていきます。

会津若松市ボランティア学園
学園長   小　林　欣　一

学　園　案　内

⑴　初等課程　　
　　＜入学金・授業料＞　１，０００円
⑵　専門課程　　
　　＜入学金＞　　１，０００円
　　＜授業料＞　　２，０００円
　　※入学金、授業料とも税込みの料金です。（ボランティア活動保険料を含む）
　　※複数受講する場合は、講座ごとに授業料が必要です。
⑶　学費の免除

18才未満の方は、入学金、授業料が無料です。また、障がいをお持ちの方は、入学金、授業料
とも半額となります。

入学金及び授業料等

学園が指定する実習活動または交流会等への参加実績に応じてポイントを付与します。

ポイント制度

学園生が自己啓発を目的として、資格取得や自主的な研修を行う場合、研修経費の一部を助成
します。

奨学金制度

学園生や卒園生には、随時、ボランティア活動の情報をメールなどで案内します。

活動の場の情報提供

入学、受講をご希望の方は、所定の申込書（案内パンフレットに在中）に必要事項をご記入の上、
ＦＡＸ、郵便はがきでお申し込みください。受付後、決定通知を郵送いたします。

入学、受講の申込み方法

令和３年３月12日（金）。郵送の場合は、当日消印まで有効です。

受付期限

⑴　市民及び市内に通勤又は通学する方
⑵　市外の方で、ボランティア・市民活動に関心があり、学園長が認めた方

入学要件

令和３年５月９日(日)　午後１時　文化センター

入学式

⑴　修得単位
　＜初等課程＞  ５単位
　＜専門課程＞ 10単位
　※各課程とも講座の8割参加で単位取得できます。

⑵　卒業に必要な修得単位
　　＜初等課程＞ 15単位以上
　　＜専門課程＞ 20単位以上
　※各課程とも指定実習（ボランティア）活動を行った場合、１回毎に５単位を加算します。

修得単位及び卒業に必要な単位

<初等課程>　10名
<専門課程>
•傾聴ボランティアぜみな～る 10名
•認知症サポート・介護予防ぜみな～る 10名
•あいづっこぜみな～る 10名
•サロンサポーターぜみな～る 10名
•スマホサポーターぜみな～る 10名
•災害ボランティアセンターサポーターぜみな～る 10名
•安心して暮らせる社会のための権利擁護ぜみな～る 10名
※各課程とも申込み順とし、定員になりしだい締め切ります。

入
学
式

講座及び定員
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【日　程】 全９回
● 養成講座
13:00～15:00（第１回～第3回）　13:00～16:00（第４回～第６回、第８回、第９回）
  5／  7(金) 傾聴ボランティアって何
 傾聴ボランティアの意義について学びます。
  6／11(金) 丁寧に聴くためのポイント

 傾聴の際のポイントについて学びます。

　不安・孤独・悲しみ。そんな時、人は話を聴いても
らうだけで、心がすっと軽くなります。
　相手の話に耳を傾け、「聴く」ことで相手の心に寄
り添う、傾聴の基本を学びます。

傾聴 傾聴ボランティアぜみな～る講座番号２

介護予防 認知症サポート・介護予防ぜみな～る講座番号３

　誰もが認知症の当事者やその家族になり得る現代。
　自立した生活を送るための支援とは？無理のない介護とは？
　介護予防と日常生活の自立をお手伝いしたいと思っているあな
た。本講座では、認知症についてや介護予防体操サポーターとし
ての基礎を学びます。修了後は認知症サポーターや地域サロンで
のインストラクターサポーターとして活動してみませんか。

【日　程】 全８回　10:00～12:00
  5／26(水) 認知症の基本的理解
 認知症の｢医学的｣理解を踏まえ、高齢者への周囲の不適切対応や、環境が

いかに影響を及ぼすかという「心理的」理解、認知症を抱える中で、自立し
た生活を送ることの意味とそれを支援することの重要性について学ぶ。

  6／23(水) 認知症高齢者のケアのあり方
　 「権利擁護」や「リスクマネジメント」について、介護現場における具体的事

例も交え、認知症者が残存能力を生かして、自立した生活を送るための支
援を行うために必要な基礎スキルを学ぶ。

  7／16(金) 12:30 認知症カフェで実習（俺ん家カフェ）
  7／17（土)　  ９:30 認知症カフェで実習（ひだまり）
  8／25(水) 音楽運動療法ってどんなこと？
 音楽運動の持つ力でのリハビリテーション方法を学ぶ。
  9／22(水) 認知症予防食の調理実習
10／20(水） アロマで認知症予防
11／24(水)  健康予防体操
 スクエアステップ（下肢筋力運動）を中心に転倒防止や健康脳トレ体操を学ぶ。
12／22(水) 家族の理解・地域理解
 認知症家族の実体験を通し、地域における認知症の理解と、家族への支援

の大事さを学ぶ。

【講　師】 会津若松市認知症キャラバンメイト笠井由美子・ハーバルセラピスト豊川智美ほか
【受講後の活動】 認知症カフェや介護施設での活動　介護予防教室や地域サロンでのインストラクター

サポーター活動など

基礎 初  等  課  程講座番号１

　「ボランティアはやってみたいが、不安もあって踏み出せない」
　「楽しく学びたい。できれば仲間づくりもしてみたい」
　ボランティア学園なら、みんなでやるから怖くない。先生がそば
にいるから安心して実践できる。自分に合った活動も見つけやすい。
楽しいからみんな友達になれる。あっという間の１年ですよ。

【日　程】 全10回　10:00～12:00
  5／12（水） 福祉ボランティアについて学ぶ
 ボランテイア活動をしている人の話を聞いてみよう
  6／  9（水） 障がいについて学ぶ
 障がいってな～に？！
 どんな障がいがあるのか、対応の仕方等
  7／  7（水） 白杖・車いすにトライ！
  9／  8（水） 障がい者スポーツ体験
 一緒にいい汗かきましょう
  9／29（水） 施設訪問
 障がい福祉サービス事業所を見学します！
10／ ６（水） 点字にトライ！！
11／10（水） 11：00 時事講話

 新聞記者による時事解説の後、ランチのつどいを楽しみます。
12／  8（水） 高齢者について

 認知症の特性と支援の仕方
 １／12（水） 高齢者について
 「100歳体操」体験！
  2／  9（水） まとめ
 一年間の学びをふり返って

【講　師】 市ボランティア連絡協議会・地域支援ネットワークボランティア・市高齢福祉課
【受講後の活動】市ボラ連、地域支援ネットワークボランティア、カムカムボランティアへの登録・活

動、障がい者支援施設、認知症カフェなど

  7／  9 (金) 聴く体験
 体験を通してこれまでの学びを振り返ります。

  7／ 30(金) 傾聴で押さえておきたいこと
 ありのままの自分で話を聴くことの大切さを学びます。
  8／  6 (金) ひとの話を聴くにはまず自分を知ることから
 自分のこころの特徴を客観的に知ってボランティア活動に生かしましょう。
  9／  3 (金) 実践を通して
 体験を通してこれまでの学びを振り返ります。
● 実習　あいづ小さな風の会会員と傾聴の実践研修
● アフターケア講座
10／  3 (日) 8:30 傾聴ボランティア「実践を通して」　
 福島市桜の聖母短大での出張受講。
10／17 (日) アフターケア講座
  11／  7 （日） まとめ

【講　師】 会津大学短期大学部木村淳也准教授・あいづマイケア林幸子・桜の聖母短期大学准教授兼
生涯学習センター長三瓶千香子

【受講後の活動】 あいづ小さな風の会での活動、施設等(高齢者、障がい者)認知症カフェなど

木村淳也先生 林　幸子先生 三瓶千香子先生

会津若松市ボランティア連絡協議会の皆さん

笠井由美子先生 豊川智美先生
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　　　　　 訓練の振り返りと救命訓練などを行います。
  10／9(土) 13：30～16：00（途中休憩あり）
 平常時活動の重要性を学ぶ
　　　　　 災害に備え、地域防災力向上のために日常から取り組めることを学びま

す。（講義・演習）

【講　師】 くらしの学びサポートオフィスHumanBeingほか
【今後の活動】災害ボランティアセンターサポーターとして登録・活動　平常時の地域防災活動など

どちらか選択〕
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【日　程】 全９回
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傾聴 傾聴ボランティアぜみな～る講座番号２

介護予防 認知症サポート・介護予防ぜみな～る講座番号３
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【日　程】 全８回　10:00～12:00
  5／26(水) 認知症の基本的理解
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基礎 初  等  課  程講座番号１
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にいるから安心して実践できる。自分に合った活動も見つけやすい。
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笠井由美子先生 豊川智美先生

【日　程】 全４回
  8／  7(土) 10：00～15：00（途中休憩あり）
 災害時におけるボランティアセンターの運営を学ぶ

　　　　 災害発生時に復旧・復興の大きな力となる災害ボランティアについて、そ
の活動とセンターの基本について学びます。（講義・演習）

  8月下旬 8：00～13：00
 災害ボランティアセンター設置訓練Ⅰ
　　　　 市総合防災訓練へ参加し、サポーターとして各担当に分かれ実際の運営を

行います。
  9／11(土) 9：30～16：30（途中休憩あり）
 災害ボランティアセンター設置訓練Ⅱ
　　　　　 訓練の振り返りと救命訓練などを行います。
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　　　　　 災害に備え、地域防災力向上のために日常から取り組めることを学びま

す。（講義・演習）

【講　師】 くらしの学びサポートオフィスHumanBeingほか
【今後の活動】災害ボランティアセンターサポーターとして登録・活動　平常時の地域防災活動など

どちらか選択〕
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　小学1年生から6年生を対象に、自分の家庭にも起
こり得る認知症介護について、認知症カフェでの活動
を通して理解を深めるとともに、「あいづっこ宣言」
の精神や支え合い・助け合いの心を育むためのコミュ
ニケーション術を楽しく学びます。

コミュニ
ケーション あいづっこぜみな～る講座番号４

専門 サロンサポーターぜみな～る講座番号5

11／17(水) お正月飾りの作り方を覚えて活用！
12／15(水) サロンについてのまとめ

【講　師】 全国コミュニティライフサポートセンター・桜の聖母短期大学生涯学習センターほか
【受講後の活動】 サロンサポーターとして登録し地域サロンへの参加。地域支援ネットワークボラン

ティア、カムカムボランティアへの登録・活動など

市川和彦先生 渋沢やこ先生 葉山亮三先生

　自分の住んでいる地域の活性化を目指して、サロン
を開催している方、これからサロンを立ち上げようと
している方、ボランティア活動をされている方を対象
にサロンや地域活動に生かせる実践を学びます。

大槻美恵子先生 桑原　太先生

情報 スマホサポーターぜみな～る講座番号6

【日　程】 全８回　13:00～15:00
● 養成講座
  5／  1(土) スマホの基本を学ぼう。
　　　 スマホとは？電源の入れ方、文字入力、色々な動かし方、電話、メッセージなど
  6／  5(土) デジタルカメラ機能を活用しよう。
　　　　 スマホのカメラの活用法、写真の加工など
  7／  3(土) 地図機能を活用しよう。
　　　　 Gooｇleマップ、Yahooカーナビ
  8／  7(土) スマホで動画を楽しもう！
　　　　  YouTube、インターネットTV、ラジオなど
  9／  4(土) スマホでいろいろ調べてみよう。
　　　　 インターネット、Googleレンズ
10／  2(土) フリマアプリにチャレンジ（メルカリ）
11／  6(土) スマホで年賀状を作ってみよう。
 作成からプリントまで
12／  4(土) スマホを生活に役立てよう
　　　　　 ZOOMの活用、ちょっとしたテクニック、トラブル防止法など

【講　師】 株式会社エヌ・エス・シーほか
【受講後の活動】 スマホを使って地域活動　デジタル支援員　ボランティア学園運営補助

　スマホを使ったボランティアとして地域社会で活動するための基礎知識、シニ
ア層のスマホ利用を支援するための知識や技術、教材の作り方などデジタル支援
員として必要な事柄を学びます。

諏江正義先生

【日　程】 全８回　10:00～12:00
● 養成講座  
  5／19(水) サロンでつながる社会参加

住民主体の支え合い活動や地域づくりの視点について学びます。
  6／16(水) 介護予防体操を学んで覚えて実践！
  7／14(水) 脳を鍛える筋力トレーニング
  8／18(水) 眠れない夜に

～これであなたもぐっすり～
  9／15(水) 防災について

水害や地震などの災害についての知識、心得などを学びます。
10／13(水) 地域サロンお出かけプラン活用体験
 ～三十三観音参り（内4か所）～

橋本泰典先生 災害 災害ボランティアセンターサポーターぜみな～る講座番号７

　いつ起きるかわからない災害、「市内の復興や、被災者の自立支援のため」に
災害ボランティアセンターを立ち上げます。ボランティアの受付・整理を行い、
被災者のニーズを把握してボランティアと結びつけるスタッフとしての役割を学
びます。

【日　程】 全４回
  8／  7(土) 10：00～15：00（途中休憩あり）
 災害時におけるボランティアセンターの運営を学ぶ

菅原清香先生

【日　程】 全12回　10:00～13:00（午後は認知症カフェでお手伝い）
  4／17(土) 会津の偉人
 「あいづっこ宣言」の精神を築いた歴史に残る人物を知ろう。
  5／15(土) 認知症ってどんなこと・介護予防運動にチャレンジ！
 認知症について理解を深めるとともに、地域や家庭でできる関わりを学ぶ。
  6／19(土) やこさんと「劇あそび」をしてみよう!(^^)!
  7／17(土) ボブさんとダンス♬
  8／  7(土) ボブさんとダンス♬
  9／18(土) ボブさんとダンス♬
10／16(土) やこさんと「劇あそび」をしてみよう!(^^)!
11／20(土) やこさんと「劇あそび」をしてみよう!(^^)!
12／18(土) わくわく♡物づくり
  1／15(土) わくわく♡物づくり
  2／19(土) わくわく♡物づくり
  3／19(土) 手話を体験してみよう

【講　師】 会津こども劇場・AIZU塾・会津大学短期大学部市川和彦教授・葉山亮三講師
　　　　 あいづ聴覚障がい者協会・認知症の人と家族の会ほか
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　　　　 市総合防災訓練へ参加し、サポーターとして各担当に分かれ実際の運営を

行います。
  9／11(土) 9：30～16：30（途中休憩あり）
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す。（講義・演習）

【講　師】 くらしの学びサポートオフィスHumanBeingほか
【今後の活動】災害ボランティアセンターサポーターとして登録・活動　平常時の地域防災活動など
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  7／17(土) ボブさんとダンス♬
  8／  7(土) ボブさんとダンス♬
  9／18(土) ボブさんとダンス♬
10／16(土) やこさんと「劇あそび」をしてみよう!(^^)!
11／20(土) やこさんと「劇あそび」をしてみよう!(^^)!
12／18(土) わくわく♡物づくり
  1／15(土) わくわく♡物づくり
  2／19(土) わくわく♡物づくり
  3／19(土) 手話を体験してみよう

【講　師】 会津こども劇場・AIZU塾・会津大学短期大学部市川和彦教授・葉山亮三講師
　　　　 あいづ聴覚障がい者協会・認知症の人と家族の会ほか
【今後の活動】子供会リーダー、認知症カフェのお手伝いなど

　　　　 災害発生時に復旧・復興の大きな力となる災害ボランティアについて、そ
の活動とセンターの基本について学びます。（講義・演習）

  8月下旬 8：00～13：00
 災害ボランティアセンター設置訓練Ⅰ
　　　　 市総合防災訓練へ参加し、サポーターとして各担当に分かれ実際の運営を

行います。
  9／11(土) 9：30～16：30（途中休憩あり）
 災害ボランティアセンター設置訓練Ⅱ
　　　　　 訓練の振り返りと救命訓練などを行います。
  10／9(土) 13：30～16：00（途中休憩あり）
 平常時活動の重要性を学ぶ
　　　　　 災害に備え、地域防災力向上のために日常から取り組めることを学びま

す。（講義・演習）

【講　師】 くらしの学びサポートオフィスHumanBeingほか
【今後の活動】災害ボランティアセンターサポーターとして登録・活動　平常時の地域防災活動など
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代表者　　品川　満紀
連絡番号　28-0285

カトリック会津若松教会
　施設在宅支援・高齢者、ダルク支援活動を
行っています。

代表者　　菊池　正光
連絡番号　25-3168（担当：熊田）

障がい者の明日を考える会
　障がい者問題啓発活動やイベント開催など、
会員数41名の明るく活発な会です。

代表者　　生亀　勝行
連絡番号　38-2744（担当：生亀）

AFSL会津富士通
セミコンダクター労働組合

　他団体と連携協力、福祉施設支援、除雪ボラン
ティアなど幅広く活動しています。

代表者　　武藤　由喜夫
連絡番号　27-0277（担当：岩渕）

点字サークルひよこ
　県内で最初に発足した団体です。
　点訳奉仕（市政だより・小説）、視力障がい
者との交流活動を行っています。

代表者　　内川　教子
連絡番号　29-0214（担当：中井）

会津わたぼうし会
　わたぼうし芸術祭の開催や障
がい者との交流活動です。歌で
心の交流をしてみませんか。

代表者　　青木　英子
連絡番号　36-5133

福島県骨髄バンク推進
連絡協議会会津支部

　骨髄バンクのPR・登録推進・患者支援活動を
行っています。様々な人との出会いが最高の宝
物です。

代表者　　坂井　登美子
連絡番号　27-4607（担当：諏訪）

ボランティアひまわり
　保育・高齢者への支援を行っています。無理
せず出来る人が出来る時に出来る事！がモッ
トーです。

代表者　　相田　孝子
連絡番号　26-2439（担当：渥美）

会津難病ボランティアつむぎの会
　難病患者さんと家族への支援、
家庭訪問活動。糸と糸をつむいで
いくように患者さんの心に優しく
寄り添っていきます。

課外サークル活動の案内
多くの学園生の加入をお待ちしています。

会津若松市ボランティア連絡協議会
代表者　　品川　満紀
連絡番号　28-4030

新型コロナウイルス感染症の影響や講師の都合により、日程等が変更になる場合があります。

おことわり

専門 安心して暮らせる社会のための権利擁護ぜみな～る講座番号８

【日　程】 全４回
  8／  7(土) 10：00～15：00（途中休憩あり）
 災害時におけるボランティアセンターの運営を学ぶ

　認知症や障がいなどにより判断能力が十分でなくなって
も、「住み慣れた地域でいつまでも安心して暮らしたい」
という思いに寄り添うことができるよう、そして自分自身
を守るため保護や支援の仕組みについて学びます。卒業後
は生活支援員として活動してみませんか。

【日　程】 全８回　13:30～15:30
● 養成講座
  6／18(金) 地域福祉と権利擁護の基礎知識
 権利擁護とは？高齢者、障がい者が安全安心に暮らせるために
  7／16(金) 成年後見制度概論
 なぜ成年後見制度は必要なのか？
  8／20(金) 高齢者と認知症の理解
  9／17(金) 障がいの理解
10／15(金) 傾聴の基礎
11／19(水) 傾聴の演習
12／17(金) 日常生活自立支援事業概論
 あんしんサポート事業について
  1／21(金) 日常生活自立支援事業の実務
 あんしんサポート生活支援員としての活動について

【講　師】 安心ネット・あいづマイケア・福島県社会福祉協議会ほか
【今後の活動】 日常生活自立支援事業における生活支援員に登録・活動など

庄司　遼先生 井口　矯先生

代表者　　上林　久雄
連絡番号　75-2465

　災害時の無線通信、防災、救護訓練、地域のボ
ランティア活動など、「災害は忘れた頃にやって
くる！」を胸に刻み頑張っています。

河東町防災支援無線
赤十字奉仕団

　　　　 災害発生時に復旧・復興の大きな力となる災害ボランティアについて、そ
の活動とセンターの基本について学びます。（講義・演習）

  8月下旬 8：00～13：00
 災害ボランティアセンター設置訓練Ⅰ
　　　　 市総合防災訓練へ参加し、サポーターとして各担当に分かれ実際の運営を

行います。
  9／11(土) 9：30～16：30（途中休憩あり）
 災害ボランティアセンター設置訓練Ⅱ
　　　　　 訓練の振り返りと救命訓練などを行います。
  10／9(土) 13：30～16：00（途中休憩あり）
 平常時活動の重要性を学ぶ
　　　　　 災害に備え、地域防災力向上のために日常から取り組めることを学びま

す。（講義・演習）

【講　師】 くらしの学びサポートオフィスHumanBeingほか
【今後の活動】災害ボランティアセンターサポーターとして登録・活動　平常時の地域防災活動など
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代表者　　品川　満紀
連絡番号　28-0285

カトリック会津若松教会
　施設在宅支援・高齢者、ダルク支援活動を
行っています。

代表者　　菊池　正光
連絡番号　25-3168（担当：熊田）

障がい者の明日を考える会
　障がい者問題啓発活動やイベント開催など、
会員数41名の明るく活発な会です。

代表者　　生亀　勝行
連絡番号　38-2744（担当：生亀）

AFSL会津富士通
セミコンダクター労働組合

　他団体と連携協力、福祉施設支援、除雪ボラン
ティアなど幅広く活動しています。

代表者　　武藤　由喜夫
連絡番号　27-0277（担当：岩渕）

点字サークルひよこ
　県内で最初に発足した団体です。
　点訳奉仕（市政だより・小説）、視力障がい
者との交流活動を行っています。

代表者　　内川　教子
連絡番号　29-0214（担当：中井）

会津わたぼうし会
　わたぼうし芸術祭の開催や障
がい者との交流活動です。歌で
心の交流をしてみませんか。

代表者　　青木　英子
連絡番号　36-5133

福島県骨髄バンク推進
連絡協議会会津支部

　骨髄バンクのPR・登録推進・患者支援活動を
行っています。様々な人との出会いが最高の宝
物です。

代表者　　坂井　登美子
連絡番号　27-4607（担当：諏訪）

ボランティアひまわり
　保育・高齢者への支援を行っています。無理
せず出来る人が出来る時に出来る事！がモッ
トーです。

代表者　　相田　孝子
連絡番号　26-2439（担当：渥美）

会津難病ボランティアつむぎの会
　難病患者さんと家族への支援、
家庭訪問活動。糸と糸をつむいで
いくように患者さんの心に優しく
寄り添っていきます。

課外サークル活動の案内
多くの学園生の加入をお待ちしています。

会津若松市ボランティア連絡協議会
代表者　　品川　満紀
連絡番号　28-4030

新型コロナウイルス感染症の影響や講師の都合により、日程等が変更になる場合があります。

おことわり

専門 安心して暮らせる社会のための権利擁護ぜみな～る講座番号８

【日　程】 全４回
  8／  7(土) 10：00～15：00（途中休憩あり）
 災害時におけるボランティアセンターの運営を学ぶ

　認知症や障がいなどにより判断能力が十分でなくなって
も、「住み慣れた地域でいつまでも安心して暮らしたい」
という思いに寄り添うことができるよう、そして自分自身
を守るため保護や支援の仕組みについて学びます。卒業後
は生活支援員として活動してみませんか。

【日　程】 全８回　13:30～15:30
● 養成講座
  6／18(金) 地域福祉と権利擁護の基礎知識
 権利擁護とは？高齢者、障がい者が安全安心に暮らせるために
  7／16(金) 成年後見制度概論
 なぜ成年後見制度は必要なのか？
  8／20(金) 高齢者と認知症の理解
  9／17(金) 障がいの理解
10／15(金) 傾聴の基礎
11／19(水) 傾聴の演習
12／17(金) 日常生活自立支援事業概論
 あんしんサポート事業について
  1／21(金) 日常生活自立支援事業の実務
 あんしんサポート生活支援員としての活動について

【講　師】 安心ネット・あいづマイケア・福島県社会福祉協議会ほか
【今後の活動】 日常生活自立支援事業における生活支援員に登録・活動など

庄司　遼先生 井口　矯先生

代表者　　上林　久雄
連絡番号　75-2465

　災害時の無線通信、防災、救護訓練、地域のボ
ランティア活動など、「災害は忘れた頃にやって
くる！」を胸に刻み頑張っています。

河東町防災支援無線
赤十字奉仕団

　　　　 災害発生時に復旧・復興の大きな力となる災害ボランティアについて、そ
の活動とセンターの基本について学びます。（講義・演習）

  8月下旬 8：00～13：00
 災害ボランティアセンター設置訓練Ⅰ
　　　　 市総合防災訓練へ参加し、サポーターとして各担当に分かれ実際の運営を

行います。
  9／11(土) 9：30～16：30（途中休憩あり）
 災害ボランティアセンター設置訓練Ⅱ
　　　　　 訓練の振り返りと救命訓練などを行います。
  10／9(土) 13：30～16：00（途中休憩あり）
 平常時活動の重要性を学ぶ
　　　　　 災害に備え、地域防災力向上のために日常から取り組めることを学びま

す。（講義・演習）

【講　師】 くらしの学びサポートオフィスHumanBeingほか
【今後の活動】災害ボランティアセンターサポーターとして登録・活動　平常時の地域防災活動など
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【日　程】 全４回
  8／  7(土) 10：00～15：00（途中休憩あり）
 災害時におけるボランティアセンターの運営を学ぶ

入学・受講申込ハガキ
受講希望講座名を記入してください。

●該当する番号に○をつけてください。
　１．会社員等　　　　　　 　２．自営業
　３．専業主婦　　　　　　　 ４．学生（　　　　年）
　５．その他（　　　　　　　　　　）
●本学園を知ったきっかけ
　１．知人　　　２．社協だより　　　３．新聞
　４．ホームページ　　５．その他（　　　　　 　　 　）

※記入内容は、当学園の受講者管理以外に使用しません。

講座番号 講　　座　　名

住　　所

男 ・ 女

〒　　　－

氏　　名

生年月日

保護者氏名

昭和・平成　　  　　年　　  月　　  日

電話番号

ふりがな 性 

別

キリトリ線

キ
リ
ト
リ
線

〒　　　　－

会津若松市ボランティア学園
2021年度　入学・受講申込書 0242-28-4039FAX
この申込書に記入し、ファックスでお申込ください。※この申込書は、ホームページからもダウンロードできます。

※ここに記入された内容は、当学園の受講者管理以外に使用することはいたしません。

申込年月日 性　別 男　　・　　女

保護者
氏　名

令和　　　　年　　　　月　　　　日

氏　　名
ふりがな

※受講生が未成年の場合

生年月日 昭和　・　平成　　　　　　　年　　　　　月　　　　　日　　　　　　　　年齢　　　歳

講座番号 講　　　座　　　名

１．会社員等　　　　　　　　 　２．自営業　　　　　　　 　　３．専業主婦
４．学生（　　　　　　年　）　   ５．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１．知人　　　　　２．社協だより　　　　　３．新聞　　　　　４．ホームページ　　　　
５．その他（　　　　　　　　　　　　　　）

電話番号 －　　　　　　　　　－
本学園を
知った
きっかけ

区　　分

住　　所

申込講座

代表者　　葉山　亮三
連絡番号　37-2300

会津学生ボランティア連絡会
「みんなでやれば、大きな力に」を合言葉に、被災者
（児）支援、地域支援に力を入れています。

代表者　阿久津（認知症の人と家族の会）
連絡番号　090-8423-4377

カフェひだまり
介護の悩み、想いを聴いてほしい。同じ体験をして
いる人と話がしたい。情報が欲しい。どなたでもお
気軽にお越しください。

連絡番号　58-0031（北会津保健センター）

ほたるカフェ
子育て・認知症・障がいカフェです。
どなたでも気軽に参加できます。一緒にお話しし
ながら楽しい時間をすごしませんか。代表者　　金田　幸子

連絡番号　56-3373

会津かたりべ会
　施設や学校などでの、民話や昔話のかたりべボ
ランティアです。昔話の良さを一緒に伝えていき
ませんか。

代表者　　梅原　徳昭
連絡番号　26-8898

精神保健福祉ボランティア「まざらんしょ」
　精神障がい者の社会復帰に向けた支援活動で
す。皆さんも、まざりませんか。

代表者　　鳥塚　冴子
連絡番号　28-5571

傾聴ボランティアあいづ小さな風の会
　傾聴活動（電話・施設・在宅・外来者・緩和ケ
ア病棟）を行っています。心の声を聴かせてほし
い思いで活動しています。

代表者　　川口　三枝子
連絡番号　75-3809

河東町ボランティアグループ「風っ子」
　障がい児童や家族への地域福祉活動・啓発を
行っています。皆さんに知ってもらいたいことが
たくさんあります。

代表者　　渡部　隆一
連絡番号　090-9034-9505

視覚障害者とコンピュータ勉強会
「あい＆あい」

　視覚障害者のPC利用援助、録音テープのCD化
活動を行っています。初心者向け講習会など障が
いの有無に関わらず楽しく学べます。

　記載の団体、サークルの他、市内に
はたくさんのグループがあります。
　詳細を知りたい方は、お気軽にボラン
ティアセンターへお問い合わせ下さい。

☎28-4030

代表者　　小林　欣一
連絡番号　地域支援ネットワークボランティア事務局
　　　　　（会津若松市高齢福祉課　電話３９－１２９０）

地域支援ネットワークボランティア
　高齢者や障がいのある人が住み慣れた地域での暮らしを継続できる
よう、家庭的なサービスを提供しています。

※受講生が未成年の場合

　　　　 災害発生時に復旧・復興の大きな力となる災害ボランティアについて、そ
の活動とセンターの基本について学びます。（講義・演習）

  8月下旬 8：00～13：00
 災害ボランティアセンター設置訓練Ⅰ
　　　　 市総合防災訓練へ参加し、サポーターとして各担当に分かれ実際の運営を

行います。
  9／11(土) 9：30～16：30（途中休憩あり）
 災害ボランティアセンター設置訓練Ⅱ
　　　　　 訓練の振り返りと救命訓練などを行います。
  10／9(土) 13：30～16：00（途中休憩あり）
 平常時活動の重要性を学ぶ
　　　　　 災害に備え、地域防災力向上のために日常から取り組めることを学びま

す。（講義・演習）

【講　師】 くらしの学びサポートオフィスHumanBeingほか
【今後の活動】災害ボランティアセンターサポーターとして登録・活動　平常時の地域防災活動など
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【日　程】 全４回
  8／  7(土) 10：00～15：00（途中休憩あり）
 災害時におけるボランティアセンターの運営を学ぶ

入学・受講申込ハガキ
受講希望講座名を記入してください。

●該当する番号に○をつけてください。
　１．会社員等　　　　　　 　２．自営業
　３．専業主婦　　　　　　　 ４．学生（　　　　年）
　５．その他（　　　　　　　　　　）
●本学園を知ったきっかけ
　１．知人　　　２．社協だより　　　３．新聞
　４．ホームページ　　５．その他（　　　　　 　　 　）

※記入内容は、当学園の受講者管理以外に使用しません。

講座番号 講　　座　　名

住　　所

男 ・ 女

〒　　　－

氏　　名

生年月日

保護者氏名

昭和・平成　　  　　年　　  月　　  日

電話番号

ふりがな 性 

別
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〒　　　　－

会津若松市ボランティア学園
2021年度　入学・受講申込書 0242-28-4039FAX
この申込書に記入し、ファックスでお申込ください。※この申込書は、ホームページからもダウンロードできます。

※ここに記入された内容は、当学園の受講者管理以外に使用することはいたしません。

申込年月日 性　別 男　　・　　女

保護者
氏　名

令和　　　　年　　　　月　　　　日

氏　　名
ふりがな

※受講生が未成年の場合

生年月日 昭和　・　平成　　　　　　　年　　　　　月　　　　　日　　　　　　　　年齢　　　歳

講座番号 講　　　座　　　名

１．会社員等　　　　　　　　 　２．自営業　　　　　　　 　　３．専業主婦
４．学生（　　　　　　年　）　   ５．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１．知人　　　　　２．社協だより　　　　　３．新聞　　　　　４．ホームページ　　　　
５．その他（　　　　　　　　　　　　　　）

電話番号 －　　　　　　　　　－
本学園を
知った
きっかけ

区　　分

住　　所

申込講座

代表者　　葉山　亮三
連絡番号　37-2300

会津学生ボランティア連絡会
「みんなでやれば、大きな力に」を合言葉に、被災者
（児）支援、地域支援に力を入れています。

代表者　阿久津（認知症の人と家族の会）
連絡番号　090-8423-4377

カフェひだまり
介護の悩み、想いを聴いてほしい。同じ体験をして
いる人と話がしたい。情報が欲しい。どなたでもお
気軽にお越しください。

連絡番号　58-0031（北会津保健センター）

ほたるカフェ
子育て・認知症・障がいカフェです。
どなたでも気軽に参加できます。一緒にお話しし
ながら楽しい時間をすごしませんか。代表者　　金田　幸子

連絡番号　56-3373

会津かたりべ会
　施設や学校などでの、民話や昔話のかたりべボ
ランティアです。昔話の良さを一緒に伝えていき
ませんか。

代表者　　梅原　徳昭
連絡番号　26-8898

精神保健福祉ボランティア「まざらんしょ」
　精神障がい者の社会復帰に向けた支援活動で
す。皆さんも、まざりませんか。

代表者　　鳥塚　冴子
連絡番号　28-5571

傾聴ボランティアあいづ小さな風の会
　傾聴活動（電話・施設・在宅・外来者・緩和ケ
ア病棟）を行っています。心の声を聴かせてほし
い思いで活動しています。

代表者　　川口　三枝子
連絡番号　75-3809

河東町ボランティアグループ「風っ子」
　障がい児童や家族への地域福祉活動・啓発を
行っています。皆さんに知ってもらいたいことが
たくさんあります。

代表者　　渡部　隆一
連絡番号　090-9034-9505

視覚障害者とコンピュータ勉強会
「あい＆あい」

　視覚障害者のPC利用援助、録音テープのCD化
活動を行っています。初心者向け講習会など障が
いの有無に関わらず楽しく学べます。

　記載の団体、サークルの他、市内に
はたくさんのグループがあります。
　詳細を知りたい方は、お気軽にボラン
ティアセンターへお問い合わせ下さい。

☎28-4030

代表者　　小林　欣一
連絡番号　地域支援ネットワークボランティア事務局
　　　　　（会津若松市高齢福祉課　電話３９－１２９０）

地域支援ネットワークボランティア
　高齢者や障がいのある人が住み慣れた地域での暮らしを継続できる
よう、家庭的なサービスを提供しています。

※受講生が未成年の場合

　　　　 災害発生時に復旧・復興の大きな力となる災害ボランティアについて、そ
の活動とセンターの基本について学びます。（講義・演習）

  8月下旬 8：00～13：00
 災害ボランティアセンター設置訓練Ⅰ
　　　　 市総合防災訓練へ参加し、サポーターとして各担当に分かれ実際の運営を

行います。
  9／11(土) 9：30～16：30（途中休憩あり）
 災害ボランティアセンター設置訓練Ⅱ
　　　　　 訓練の振り返りと救命訓練などを行います。
  10／9(土) 13：30～16：00（途中休憩あり）
 平常時活動の重要性を学ぶ
　　　　　 災害に備え、地域防災力向上のために日常から取り組めることを学びま

す。（講義・演習）

【講　師】 くらしの学びサポートオフィスHumanBeingほか
【今後の活動】災害ボランティアセンターサポーターとして登録・活動　平常時の地域防災活動など



社会福祉法人 会津若松市社会福祉協議会
ボランティアセンター

【日　程】 全４回
  8／  7(土) 10：00～15：00（途中休憩あり）
 災害時におけるボランティアセンターの運営を学ぶ
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至神明通り

会津若松市社会福祉協議会
ボランティアセンター
〒965-0873 会津若松市追手町5-32

Tel0242-28-4030　Fax0242-28-4039
http://www.awshakyo.or.jp

郵 便 は が き

恐れ入ります
が63円分の
切手をお貼り
ください。
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市文化センター
市勤労青少年ホーム
老人福祉センター 希らら

会津若松社協

アクセス 　 会津若松市
ボランティア学園

入学案内2021年度

　　　　 災害発生時に復旧・復興の大きな力となる災害ボランティアについて、そ
の活動とセンターの基本について学びます。（講義・演習）

  8月下旬 8：00～13：00
 災害ボランティアセンター設置訓練Ⅰ
　　　　 市総合防災訓練へ参加し、サポーターとして各担当に分かれ実際の運営を

行います。
  9／11(土) 9：30～16：30（途中休憩あり）
 災害ボランティアセンター設置訓練Ⅱ
　　　　　 訓練の振り返りと救命訓練などを行います。
  10／9(土) 13：30～16：00（途中休憩あり）
 平常時活動の重要性を学ぶ
　　　　　 災害に備え、地域防災力向上のために日常から取り組めることを学びま

す。（講義・演習）

【講　師】 くらしの学びサポートオフィスHumanBeingほか
【今後の活動】災害ボランティアセンターサポーターとして登録・活動　平常時の地域防災活動など




